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１．概要（Summary） 
 近年、放射線は医療や材料開発をはじめ、様々な分野

で利用されている。特に元素分析の手段としてよく用い

られている。物資からの放射線は、元素ごとに特徴的な

エネルギーを持つ。そのため、放射線のエネルギーを測

定することで、物質に含まれる元素の種類や量を測定す

ることができる。しかし、エネルギーを細かく測定でき

ないとスペクトルのピークが重なってしまい、元素を判

別する事ができない。今現在、開発されている放射線検

出器の中に TES(超伝導転移端温度計)型マイクロカロ

リーメータ(１)と呼ばれる検出器があり、この検出器は数

keV～数十 keV の X 線領域において非常に優れたエネ

ルギー分解能を実現している。しかしながら、数百 keV
～数 MeV のガンマ線領域においてはあまり研究が行わ

れていない。そこで、ガンマ線検出を目的として優れた

エネルギー分解能を持つ TES 型マイクロカロリーメー

タの製作を行う。 
 
２．実験（Experimental） 

利用装置：リアクティブイオンエッチャー、プラズ

マ CVD、超純水製造装置、レーザービーム描画装置、

スピンコーター、コータ/ディベロッパ、マスクアライ

ナ、膜厚測定器、ダイシングソー 
 
まず、製作したい検出器の設計を行い、フォトマス

クを製作した。製作には 2 インチウエハを用いて行い、

ウエハの両面に窒化膜を成膜した。裏面の窒化膜は Si 
エッチングを行う際のカバーとして使用するので、Si 
のエッチングを行いたい箇所の窒化膜を RIE で除去

する。今現在、製作を進めている段階であり、まずは

試作品の完成を目指す。Fig.1 に目指す検出器の完成

形を示す。 

 
Fig.1 Sensor Cross-Section 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 レジストの除去が不十分であったため、裏面の窒化

膜除去がうまく行えなかった。この問題を改善し、完

成形を目指して製作を進めたい。 
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